




















































寛文11 い22! 731 491 20J 241 oJ 1 1 11 2 J 6・1
延宝 61 叫 751 591 rnl 22! 16! 41 11! 2 ! 1・4
。8 叫 791 651 川26 !10! 5j 11J 2js.1 
掌保 1I判吋叫 21! 521 101 s I 241 4111 ・
享和 2い871 刈村 301 43 1 oi o I 241 4 I 6・2
天保 51 判叫叫 e4 ］判 ol o I 241 4 I 6. 5 
。10 I刈吋刈 461 判。I ol ≪194 ・3

































































































































































































































い持二内 馬 中 、 持年で来通、如いれゆ、株は成、のにら
た を、、 ご馬 村関（にあたじ元きかるす同格公のか増見れ
事通作 I d 札 総 低5於るとて樵問。のも族 と的占か加たる
お2里民堅実聖を 2五号童手詰t~ ·~揺は会 i~ の裏手
ら、（ 団 τ、豆見馬享れき保結てあ考令異の比入者傍つ
れ 山 ごは 3 馬疋る匹和るれ期合こるえをつ持重組景系て
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が、この如き芋木村 村自体の中核を為す同族的結合 、村経済との関連に於いて、中期に頻発する山論、殊に釜無山 会紛争に一枝郷新田村としてど 様な主張 持ち 且つその事が、親郷離脱運動にどの様な性格を与えたかに就いては 尚多くの問題があり、今後の課題とするものである
。
が、享木村が、地縁的にも、
血縁的にも親郷木間村 従属しつつ元械享保を通じて 頭初 純農的（木間村的）性格から、間宿たる神一円町 性格に近似してゆく事は、主－木村 一つの個 的条件になったも と考えられ
終りに本調査に当
っ
て、本学板沢武雄教授はじめ富士見町々長
樋口隆次氏、諏訪教育委員会細川隼人氏及び、文部省史料館浅井氏の懇切なる御指導を戴いた事を深く感謝するものである。註 （
1
）東大史料調査会編『近世農村の構造』
l
信州諏訪郡富士
Hosei University Repository
見、落合両村の歴史！
（2
）細川隼人「諏訪藩の宗門帳」信濃九
l
七参照
（3
）調査上の便宜の為、延宝六年の五人組編成の順列に従いA
より記号し、その家系を示したものである。
（4
）「芋木 費料集」宝暦十三年「差上申一札之事」
〈5
）「同集」文化一ア年・「村方明細
（6
）「同集」享和一ア年「村中馬数三歳より不残書記帳」（乙れは中馬惣代中
K
当てて出したものの控えである）
（7
）「蔦木宿金沢之問芋木村絵図」製作年代不明的〕に特に註をし
h u
い史料は、芋木村有文書及び、文部省史料
館所蔵の「平木村宗門人別並五人組人別御帳」
K
依った。
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